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森
林
経
営
管
理
制
度
の
概
要

燕
市
の
森
林
の
現
状

み
ん
な
で

　
森
林
環
境
を
守
る
！

今
後
の
燕
市
の
森
林
整
備

①
森
林
所
有
者
は
、
伐ば

っ

採さ
い

、
植し

ょ
く

栽さ
い

、
保
育
を
行
う
な
ど
、
適
切
な

森
林
の
経
営
管
理
を
行
う「
責
務
」

が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。

②
森
林
所
有
者
が
森
林
の
経
営
管

理
が
で
き
な
い
場
合
、
市
町
村
に

森
林
の
経
営
管
理
を
委
託
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

燕
市
の
総
面
積
の
う
ち
、
約

６
％
に
あ
た
る
６
４
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
森
林
で
す
。

　
そ
の
森
林
の
う
ち
、
約
４
割
に

あ
た
る
２
４
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
人

工
林
で
す
。
人
工
林
は
、
人
が
手

を
加
え
な
け
れ
ば
成
長
せ
ず
、
放

置
し
続
け
れ
ば
生
育
不
良
の
樹
木

が
増
え
、
下
草
も
育
た
な
く
な
る

な
ど
、
森
林
が
持
つ
多
面
的
機
能

が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
燕
市
の
森
林
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
手
入
れ
の
な
さ
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
、
こ
の
制
度
を
活
用

し
て
、
適
切
な
管
理
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境

譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成

31
年
３
月
に
成
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
は
、
国
民
一
人
ひ
と

り
に
課
税
さ
れ
る「
森
林
環
境
税
」

と
、
森
林
整
備
な
ど
を
行
う
市
町

村
な
ど
に
配
分
さ
れ
る
「
森
林
環

境
譲
与
税
」
か
ら
な
り
、
地
球
温

暖
化
や
災
害
を
防
ぐ
た
め
、森
林

整
備
等
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
森
林
環
境
譲
与

税
」
は
、
間
伐
や
人
材
育
成
、
担

い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進

や
普
及
啓
発
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

●森林整備に関するＱ＆Ａ
Ｑ．「森林環境税」は令和６年度から始まるのに、なぜ森林整備が既に始まっているの？
Ａ．国の財源を充てることで、令和元年度から「森林環境譲与税」が市町村に配分されています。そちらを活
　　用し、森林整備を進めています。

Ｑ．木を伐採すると二酸化炭素を吸収することができなくなるのでは？
Ａ．二酸化炭素は木が成長する際に吸収されます。間伐などの手入れを行っていないと木が成長できずに二酸
　　化炭素も吸収されないため、燕市の森林にも間伐などの手入れが必要となっています。

Ｑ．「森林環境譲与税」はどういうことに使われているの？
Ａ．現在は林道の修繕や倒木の処理、それとイベントを通じた森林整備の普及啓発活動などに使用しています。
　　今後は森林所有者からの委託を受けて、森林整備を実施していく予定です。

森林環境税とは
地球温暖化や災害を防止するため、森林整備
などに必要な財源を安定的に確保する観点か
ら、国民一人ひとりが等しく負担を分かち合っ
て森林を支える仕組みとして導入される国税
です。

【課税額】1,000円（年額）
　　　　　※個人住民税均等割と併せて徴収
【施行】令和6年1月から

人口や私有林人工林面積、林業就業者数など
によって都道府県および市町村に配分され、
間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の
促進や普及啓発などの「森林整備およびその
促進に関する費用」に充てられます。

森林環境譲与税とは

③
市
町
村
に
委
託
し
た
森
林
の
う

ち
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林

は
、
林
業
経
営
者
に
再
委
託
さ
れ

ま
す
。

④
再
委
託
で
き
な
い
森
林
お
よ
び

再
委
託
に
至
る
ま
で
の
間
の
森
林

は
、市
町
村
が
直
接
管
理
し
ま
す
。

　
市
で
は
「
森
林
環
境
譲
与
税
」

を
活
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
林
道

修
繕
や
倒
木
処
理
な
ど
の
森
林
整

備
を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
啓
発
事

業
と
し
て
「
森
林
フ
ェ
ア
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
森
林
整
備
の
必
要

性
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

健
全
な
森
林
環
境
を
保
全
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

自然的条件に照らして林業経営に適さない人工林は、管理コストの
低い針広混交林（スギや広葉樹が混じり合った森林など）等への誘導。

直径の成長が抑制される木が密集し、光の入らない暗い森

光が入るため健全な森林に育つ 年輪幅が均一な良材へ
多様な伐期による
伐採と植栽による
確実な更新を図る自然条件などが良く林業経営に適した人工林は、森林の経営管理の

集積・集約化、路網整備を進めて、林業的利用を積極展開。

意欲と能力のある
林業経営者

市町村が自ら管理

経営管理が行われていない森林について
市町村が仲介役となり森林所有者と
林業経営者をつなぐシステムを構築し

担い手を探す

多様で健全な森林の整備のイメージ

林業経営に
適した森林

林業経営に
適さない森林

育成

植栽 伐採
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介
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高
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